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民
族
は
、ロ
シ
ア
人
な
ど
一
〇
〇
以
上
の
民
族
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
国
土
面
積
世
界
第
一
位
を

誇
る
ロ
シ
ア
連
邦
は
、
東
西
約
九
〇
〇
〇
d
、
南
北

最
大
幅
約
四
〇
〇
〇
d
に
わ
た
り
、
北
は
北
極
海
、

当
協
会
で
は
、
地
方
自
治
体
の
姉
妹
提
携
・
姉
妹
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
姉
妹
提
携
先
の
情

報
の
提
供
、
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
海
外
の
自
治
体
か
ら
日
本
の
自
治
体
と
の
交
流
希
望
が
寄

せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
ほ
か
に
も
海
外
の
交
流
希
望
自
治
体
を
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。（
な
お
、
国
の
紹
介
は
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
た
も
の
で

あ
る
。）

南
は
中
国
、モ
ン
ゴ
ル
な
ど
ア
ジ
ア
の
国
に
接
し
て

い
る
。ロ
シ
ア
諸
国
の
起
源
は
、
九
世
紀
、ノ
ル
マ
ン

の
首
長
リ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
国
を
建
て

た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
三
世
紀
の
蒙
古
の
支
配
を

経
た
後
、モ
ス
ク
ワ
公
国
、ロ
マ
ノ
フ
朝
ロ
シ
ア
帝
国

と
支
配
者
の
交
替
を
経
て
、
一
九
一
七
年
革
命
に

よ
り
レ
ー
ニ
ン
率
い
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
政
権
樹
立
。
一
九
九
一
年
の「
ソ
連
」解
体
を
迎

え
、
従
来
の
社
会
主
義
体
制
か
ら
市
場
経
済
体
制

へ
移
行
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
五
月
か
ら
プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
率
い
る
。
同
大
統
領
は
民
主
化
と
市
場

経
済
化
の
路
線
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
は
、ロ
シ
ア
の
古
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
の
建
都
三
〇
〇
年
に
当
た
り
、「
ロ
シ
ア
に

お
け
る
日
本
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３
」と
し

て
、ロ
シ
ア
国
内
に
お
い
て
日
本
の
伝
統
や
文
化
を

紹
介
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

日
本
と
は
近
い
た
め
、
古
く
か
ら
か
か
わ
り
が

あ
り
、
二
〇
〇
三
年
六
月
現
在
、
姉
妹
提
携
件
数

は
四
〇
件
に
上
る
。
う
ち
一
八
件
を
北
海
道
内
の

自
治
体
が
占
め
、
そ
の
ほ
か
も
日
本
海
側
の
自
治

体
と
の
提
携
が
多
い
。

ロ
シ
ア
北
東
部
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
位
置
し

て
お
り
、マ
ガ
ダ
ン
州
の
行
政
・
教
育
・
文
化
・
商

業
・
経
済
の
中
心
地
で
あ
る
。
沿
岸
部
の
都
市
で

自治体国際協力センター通信

姉

妹

交

流

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

姉
妹
自
治
体
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

姉
妹
自
治
体
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
交
流
協
力
部
交
流
親
善
課

マ
ガ
ダ
ン
市

ロ
シ
ア
連
邦

マ
ガ
ダ
ン
市
（
人
口
一
二
万
人
）

モスクワ

マガダン

ロ
シ
ア
連
邦

（
人
口
一
億
四
四
〇
〇
万
人

公
用
語：

ロ
シ
ア
語
）



49 自治体国際化フォーラム　Sep. 2003

あ
る
た
め
港
湾
が
発
達
し
、
豊
か
な
天
然
資
源
開

発
事
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。
市
内
か
ら
五

〇
d
の
距
離
に
は
マ
ガ
ダ
ン
国
際
空
港
が
あ
り
、ロ

シ
ア
国
内
線（
モ
ス
ク
ワ
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
ほ
か
三
都
市
）や
国
際
線（
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
）

が
就
航
し
て
い
る
。
な
お
、マ
ガ
ダ
ン
市
は
既
に
ア

ン
カ
レ
ッ
ジ（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）と
姉
妹
提
携
し
て

い
る
。

主
な
研
究
機
関
は
、
北
東
総
合
研
究
所
、ロ
シ
ア

教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
北
東
科
学
セ
ン
タ
ー
、
金
・
希
金

属
研
究
所
と
極
東
農
業
地
域
研
究
所
の
出
先
研
究

室
が
あ
る
。
ま
た
、マ
ガ
ダ
ン
市
に
北
方
フ
ォ
ー
ラ

ム
諸
国
の
大
学
・
カ
レ
ッ
ジ
協
会
の
本
部
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
北
方
国
際
大
学
で
は
高
度
な
技
術
を

持
つ
専
門
家
養
成
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
市
内
に
音
楽
学
校
、
医
科
専
門
学
校
を
は

じ
め
、
六
つ
の
専
門
学
校
が
あ
る
。

一
九
九
六
年
、エ
ル
ネ
ス
ト
・
ネ
イ
ズ
ベ
ス
ト
ヌ
イ

と
い
う
彫
刻
家
に
よ
っ
て
、
市
内
に
大
き
な
記
念
碑

「
悲
嘆
の
仮
面
」が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
三

〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
の
政
治
的
弾
圧
の
犠

牲
者
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、ロ
シ
ア
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
創
始
者
の
一

人
で
あ
る
バ
ー
ジ
ム
・
コ
ジ
ン
の
旧
居
が
博
物
館
と

し
て
整
備
さ
れ
お
り
、こ
の
ほ
か
二
つ
の
劇
場
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
文
化
会
館
が
あ
る
。

マ
ガ
ダ
ン
市
は
全
面
的
な
交
流
の
発
展
、ビ
ジ
ネ

ス
や
文
化
関
係
の
樹
立
と
拡
大
の
た
め
に
、
日
本

の
自
治
体
と
の
友
好
関
係
樹
立
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
。

一
七
七
六
年
に
独
立
宣
言
、
一
七
八
三
年
に
英

国
が
独
立
を
承
認
し
た
。
そ
の
後
一
七
八
七
年
に

合
衆
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。
国
土
面
積
は
日
本

の
約
二
五
倍
の
大
き
さ
で
あ
る
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
交
流
は
、
一
八

五
三
年
に
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
黒
船
が
浦
賀
に
来

航
し
、
翌
一
八
五
四
年
に
日
米
和
親
条
約
が
締
結

さ
れ
た
と
き
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
日
米
両

国
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を

乗
り
越
え
て
政
治
・
経
済
・
文
化
等
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
交
流
を
深
め
、
今
日
の
良
好
な
友
好
協
力

関
係
を
築
い
て
き
た
。
な
お
、
本
年
二
〇
〇
三
年
及

び
明
年
二
〇
〇
四
年
は
日
米
交
流
一
五
〇
周
年
に

当
た
り
、
両
国
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

交
流
事
業
が
実
施
、
予
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
初
め
て
の
姉
妹
提
携
は
、
一
九
五
五
年

の
長
崎
市
と
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
市
と
の
平
和
を
祈
念

し
て
の
提
携
で
あ
り
、そ
れ
以
降
、ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
自
治
体
と
の
提
携
件
数
は
増
加
。
二
〇
〇
三

年
六
月
現
在
、
姉
妹
提
携
件
数
は
四
三
五
件
に
上

り
、
相
手
国
別
で
見
る
と
最
も
多
い
。

ミ
ズ
ー
リ
州
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
と
カ
ン
ザ
ス
シ

テ
ィ
市
の
間
に
位
置
す
る
。
セ
ン
ト
ル
イ
ス
国
際
空

港
か
ら
一
六
〇
d
、カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ
国
際
空
港
か

ら
二
二
〇
d
の
距
離
に
あ
る
。
市
の
周
り
に
は
緩

や
か
な
丘
や
小
川
が
あ
り
、の
ど
か
で
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
た
め
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
一
九
四

六
年
に
当
時
の
英
国
首
相
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ

ー
チ
ル
が「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
演
説
」を
行
っ
た
都
市

と
し
て
有
名
で
あ
る
。

年
間
平
均
気
温
は
一
二
・
三
度
、
最
も
暑
い
七

月
の
平
均
気
温
は
二
五
・
九
度
、
最
も
寒
い
一
月

の
平
均
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
二
度
で
あ
る
。
年
間

平
均
降
雪
量
は
五
五
b
程
度
。

豊
か
な
歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
都
市
で
、ウ

ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
学
、ウ
ィ
リ
ア
ム
ウ
ッ
ズ
大
学

や
図
書
館
が
あ
る
。
ま
た
、ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー

チ
ル
博
物
館
が
あ
る
。

人
口
等
が
同
規
模
の
日
本
の
自
治
体
と
姉
妹
交

流
を
希
望
し
て
い
る
。

フ
ル
ト
ン
市

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

フ
ル
ト
ン
市
（
人
口
一
万
二
〇
〇
〇
人
）

ミズーリ州

フルトン

セントルイス
カンザスシティ

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

（
人
口
二
億
八
一
四
二
万
人
　
言
語：

主
と
し
て
英
語
）
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「
市
民
国
際
プ
ラ
ザ
」は
、
自
治
体
と
国
際
協
力
に

携
わ
る
市
民
団
体（
以
下
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
）が
連
携
し
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
国
際
協
力
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
一
一
年
七
月
に
開
設
さ
れ

た
。自

治
体
や
地
域
国
際
化
協
会
な
ど
が
国
際
協
力

に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
地
元
住
民
の
理
解
の
も

と
で
、
相
手
方
の
情
勢
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
た
上
で
、
継
続
的
か
つ
効
果
的
に
協
力
活
動
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
年
、
自
治
体
に
お
い
て
も
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
農
業
、
環
境
、
教
育
な
ど
、
多
様
な
国
際

協
力
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
精
力

的
に
協
力
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
活
動
に
対
す
る

評
価
が
高
ま
っ
て
お
り
、
自
治
体
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連

携
し
て
国
際
協
力
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効

果
的
で
充
実
し
た
内
容
と
な
り
、
継
続
性
の
あ
る

国
際
協
力
の
実
現
が
可
能
と
な
る
。

「
市
民
国
際
プ
ラ
ザ
」は
開
設
当
初
よ
り
、
(財)
自
治

体
国
際
化
協
会
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）が
共
同
で
運

営
を
行
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て

国
際
協
力
を
行
う
自
治
体
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
携
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

自
治
体
や
地
域
国
際
化
協
会
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
実
施

し
て
い
る
国
際
協
力
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
収
集
し
、「
市
民
国
際
プ
ラ
ザ
」を
訪
問
さ
れ
た

方
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
配
架
し
て
い
る
。

ま
た
、
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
各
種
の
問
い

合
わ
せ
、
情
報
提
供
の
依
頼
に
も
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
(財)
自
治
体
国
際
化
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に「
国
際
協
力
情
報
掲
示
板
」を
設
置
し
、
国

自治体国際協力センター通信

国

際

協

力

情

報

フ

ァ

イ

ル

「
市
民
国
際
プ
ラ
ザ
」

の
ご
案
内

「
市
民
国
際
プ
ラ
ザ
」

の
ご
案
内

自
治
体
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
携

自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

行
っ
て
い
る
国
際
協
力
に

関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
交
流
協
力
部
協
力
課

cプラザ外観c国際理解教育教材
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際
協
力
に
関
す
る
情
報
を
誰
で
も
自
由
に
掲
載
・

検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、「
自
治
体
国

際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
ペ
ー
ジ
で
は
、
自
治
体

に
よ
る
多
彩
な
国
際
協
力
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

昨
年
度
よ
り
、
国
際
協
力
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
自
治
体
や
地
域
国
際
化
協
会
の
職
員

を
は
じ
め
、
国
際
協
力
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
を

対
象
に
、
国
際
協
力
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
自
治
体
の
国
際
協

力
の
意
義
、
現
状
と
課
題
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
の

あ
り
方
な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

国
際
協
力
に
詳
し
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
、
学
識
経

験
者
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
登
録
し
、
自
治
体
な
ど
の
要
請
に
応
じ
て
派

遣
す
る「
自
治
体
国
際
協
力
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」制
度

に
よ
り
、
国
際
協
力
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

し
て
い
る
。

自
治
体
の
国
際
協
力
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
作
成

し
、「
市
民
国
際
プ
ラ
ザ
」
内
に
展
示
し
て
自
治
体

の
国
際
協
力
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

パ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
貸
出
し
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、「
国
際
協
力
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」な
ど
国
際
協
力

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、こ

れ
ら
の
パ
ネ
ル
展
示
や
関
連
資
料
の
紹
介
な
ど
を

通
じ
て
、
自
治
体
の
国
際
協
力
を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
も
の
で
あ
る
。

「
市
民
国
際
プ
ラ
ザ
」は
、
国
際
協
力
に
関
す
る
会

議
、
打
合
せ
の
場
と
し
て
利
用
が
可
能
で
あ
る（
利

用
可
能
人
数
は
一
五
名
程
度
）。
ま
た
、
市
民
国
際

プ
ラ
ザ
で
独
自
に
作
成
し
た
国
際
理
解
教
育
教
材

（
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
）「
よ
う
こ
そ
地
球
村
へ
」の

貸
出
し
や
、
国
際
協
力
に
関
す
る
写
真
な
ど
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ご

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
、
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

常
駐
ス
タ
ッ
フ
（
一
名
は
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
か
ら
派
遣
）

が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ご
質
問
・
ご
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

住
　
　
所：

〒
1
0
0-

0
0
1
3

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
３-

３-

２

新
霞
が
関
ビ
ル
L
B（
ロ
ビ
ー
）階

T
E
L：

0
3-

3
5
1
9-

7
5
8
1

F
A
X：

0
3-

3
5
1
9-

7
5
9
7

開
所
時
間：

一
〇
時
〜
一
八
時

休
業
日：

土
・
日
曜
日
、
祝
日

八
月
一
二
日
〜
一
六
日

一
二
月
二
九
日
〜
一
月
三
日

ク
レ
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
国
際
協
力
情
報
掲
示
板
）

h
ttp
://w

w
w
.c
la
ir.o
r.jp

E
-m
a
il:p
la
za
-c
la
ir@
n
ifty.c

o
m

国
際
協
力
を
担
う
人
材
の
育
成

そ
の
他

国
際
協
力
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供

国
際
協
力
の
Ｐ
Ｒ

c写真展開催風景c会議室としての利用風景

連
絡
先


